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1．問題 と目的

　自閉性障害児 に対す る応答反応獲得 の 指導や般化

に お い て 、マ トリッ ク ス 訓練の 有効性が示唆 されて い

る （佐藤 ら，2005）。
　本研究で は、自閉性障害児 1名に対して マ トリ ッ ク

ス 訓練を実施 し、既知と未知の刺激割合に よ る般化 へ

の 影響を検討ずる こ とを 目的 と した
。

H．方法
対象児 ： 自閉性障害男児 1名 （CA 　6 ： 7）を対象と

した。指導開始時に行っ た 田 中ビ ネ
ー

知能検査V で は、
MA 　3 ： 6 （IQ　53 ）で あっ た 。

セ ッテ ィ ン グ ：週に 1 回 1時間行われ る、大学教育相
談 の セ ッ シ ョ ン の 1課題 として行っ た。
朿山激 ：指導及び般化テ ス トに使用 した刺激を表 1 に示

した 。 使用する見本刺激は、 「だれ」 「どこ 」 「なに」

に対応する要素を組み合わせ た写真刺激 （A先生が エ

レ ベ ー
タで りん ごを食べ る）とした。質問は 訓練、般

化ともに、 「食べ て るの だれ？」 の ように 「動詞＋疑
問詞」で行 っ た。
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表 1　指導及び般化テ ス トに使用 した刺激
’

手続き ：

べ 一ス ラ イ ン （BL ） ：写真刺激に対 して 音声による

疑問詞応答を行っ た。
箱分類訓練 ：各疑問詞 の 文字カー ドが貼 られた箱を用

意 し、要素写真刺激を対応する箱に入れる形で疑問詞
応答 を行 っ た。
ホ ワイ トボー

ド訓練 1 見本刺激 を提示 後、ホ ワイ トボ
ー

ドに 「だれ」 「どこ 」　「なに」 の 順番 に 要素写真刺

激を貼 り付け、読み上げを行 っ た 。 そ の 後音声 で の 質

問に対 し、要素写真刺激を選択する形 で 疑問詞応答を

行 っ た。ホ ワ イ トボードに 文 字Prをつ けて 実施 した後、
文字Prを撤去 して 実施した。
要素写真 による応答 ： ホ ワ イ トボードを撤去 し、音声
による質問に対 し、要素写真刺激を選択する形で疑問

詞応答を行っ た 。

BL ： 要素写真刺激を撤去 し、 写真刺激に対 して音声

に よ る疑問詞応答を行っ た。
般化写真刺激 ：般化写真刺激  〜  に対 して 、音声に

よる疑問詞応答を行 っ た
。

皿 ．結果
　本研究の結果を図 1に 示 した 。

　BL で は 主 に 物 の 名前を答え る様子 が 見 られ た た め、
「だれ」 が 人 の 名前、 「どこ」 が場所、 「なに 」 が物

を示す刺激クラ ス を形成するため箱分類訓練を行 っ

た 。 そ の 後、 ホ ワ イ トボ
ー

ド訓練に よっ て 「だれ」 「ど

こ 」　 「な に 」 の 音声系列 を形成 し、正 反応率が安定し

た 。

　般化写真刺激 で は既知刺激が多い 刺激 （    （既知

刺激 2！3））で は正反応率が高く、既知刺激が少ない

刺激 （    （既知刺激 1f3）  （既知刺激な し））で

は正反応率が低くなる傾向が み られた。
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　　　　　 図 1　 疑問詞応答の 結果

IV．考察
　本研究の 結果か ら、マ トリッ クス 訓練は、疑 問詞質

問獲得の 指導に お い て有効で あっ た 。
こ れ は先行研究

を支持する結果で あっ た。
　また、般化刺激に含まれ る刺激に つ い て既知刺激の

割合で、般化 に影響を及ぼすか を検討した とこ ろ、訓
練 で 用 い た 既知刺激の 割合が多い 方が、学習が促進 さ

れ る可能性が 示唆された。
　 しか し本研究 で は、般化 へ の 影響 が既知刺激の割合
そ の もの で あるか、疑問詞 によるもの か を特定する こ

とは で きなか っ た。今後、多事例で実施する等、検討
が必 要で あ る 。
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